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1．はじめに

　甲状腺ヨード摂取率およびシンチグラフィーは，

甲状腺機能の日常検査として行なわれている．薬

剤としては広く1311一ヨウ化ナトリウム（以下1311

と略す）が使用されているが1｝，被曝線量の軽減

のため短半減期核種が使用される傾向にある．今

回，＋イクロトロン生産による1231一ヨウ化ナトリ

ウム（以下IL’31と略す）を入手する機会を得，甲

状腺摂取率およびシンチグラフィーについて，

1231および99mTc－pertechnetate（以下99mTcと略

す）と1311の比較検討を行なったので報告する．

1231および9°mTcは1311に比較して，半減期が短

く，ベータ線を放射せず，ガンマカメラに適当な

ガンマ線を放射し2）・3）（Table　1），被曝線量の軽減

と鮮明なシンチグラムが期待できる．

II．対象と方法

　兵庫県立尼崎病院甲状腺外来に，昭和50年7月

から10刀に受診した者の内，甲状腺ヨード摂取率

およびシンチグラフィL－一一測定を行った72人で，甲

状腺機能正常者11例（以下Euthyroid群），バ

＊兵庫県立尼崎病院RI室
＊＊ 兵庫県立尼崎病院　内科

受付：51年11．月22日

最終稿受付：52年4月　27日

別刷請求先：尼崎市北城内27番地（〒660）

　　　　　兵庫県立尼崎病院RI室
　　　　　　　　　　　　鈴　木　雅　紹

セドウ病患者24例（以下Basedow群），橋本病

患者21例（以下Hashimoto群），結節性甲状腺腫

患者16例（以下Nodular　goiter群）を対象とした．

その内訳はTable　2の通りである．

　2週間前より充分にヨードの摂取制限を行ない，

1231100～200μciを経口投与，または99mTc　1～

3mCiを静注した．1231の投与後3，6，24時間

後に，99mTCの静注後15，30分，3，6時間後に

甲状腺摂取率測定およびシンチグラフィーを行な

った．1231または99mTcの投与1日後に1311を経

口投与し，1231の場合と同様に甲状腺摂取率測定

およびシンチグラフィーを行ないその結果につい

て比較検討した．

　甲状腺摂取率測定には直径5cm，長さ8．5　cm

のフラットフィールド型コリメーター装着のシン

グルチャンネル波高分析器付NaI（Tl）（φ13／4×

2in）シンチレーション計数器（メトロ電機）を使

用した．計数エネルギー範囲は波高分析器によっ

て得られたスペクトラム（Fig．1，2）から1311210

～554keV，　IL’3180～200　keV，99mTc　64～170　keV

と決めた．検出器と検体との距離はisoresponse

curve（Fig．3）を作成し，甲状腺の表層部と深部

の差が10％以下になり，かつ，充分に甲状腺が

計数できる幾何学的範囲を考慮し，コリメーター

表面より17cmとした．標準測定にはABBOTT－

ORINS甲状腺ファントムを使用した．身体バッ

クグランドは大腿部計数値に，あらかじめ得てい

た同じ測定系の1311一人血清アルブミンによる頸
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Table　l　Principal　physical　properties

Radio－

nuclide

Mode
　of

decay

Physica｝

halflife

　　　Photon

　energy，　keV

（％abundance）

Absorbed　dose
（rads／n1Ci）

Thyroid Total

body

1311

1231

99mTc

一

　
C
T

β
　
E
I

8．1days

13hrs

　6hrs

364（82％）

637（7％）

723（1．7％）

159（83％）

529（1％）

140（88％）
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＊From　MILD　Dose　Estimate　Report　No．5，　thyroid　uptake　25％（Ref．2）
＊＊ （Ref．3）

　　　　　　　　　　　　　Table　2　N　umber　of　cases　in　the　various　groups　with　thyroid　diseases

1231
　sex

（M／F）

（age） 99mTc 　sex

（M／F）

（age）

Euthyroid

Basedow’s　dis．

Hashimato’s　dis．

Nodular　goiter
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1
4
1
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う
一

1
「
一
う
↑
－
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〆

7
3
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∩
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1
1
1
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0／7

3／10
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Fig．1　Gamina　energy　spectrum　of　1231　and　1311

　　　　　　measured　by　Nal（Tl）．
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Fig．2　Gamma　energy　spectrum　of　1311　and｛J　9m　Tc

　　　　　　measured　by　NaI（Tl）．
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Fig．3　1soresponse　curve　of　1231　and　1311．

部と大腿部の計数比に乗じたものを差引いた．

　1231または99mTcの計数時にこれらの計数エネ

ルギー範囲に重なってくる1311のコンプトン散乱

エネルギーの影響を避けるために，1311との同時

投与をせず，1311の投与を1日遅らせた．また，

1311計数値は，1231または99mTc　24時間値の1311

計数エネルギー範囲との計数比を，物理的減衰定

数によって補正したものを差し引いた．

　甲状腺シンチグラムはガンマカメラ　（東芝

GCA－101，　NaI（Tl），φ12×0．5　in）にヒ゜ンホール

コリメーターを装着して撮影した．撮影のエネル

ギー範囲はphoto　peakの±30°6とした．距離は

摂取率計数の場合と同様に，isoresponse　curveに

より，コリメーター表面から10cmとした．集積

カウント数は1311および1231の場合20，000カ

ウント，99mTcの場合50，000カウントとし，そ

れぞれ約5～10分程度で撮影を行った．

IIL　結　果

　1）　甲状腺摂取率：1311および1231による各疾

患群の甲状腺摂取率の平均値は，1311と1L’31の間

に有意な差は認めず（P〈0．05），ともにBasedow，

Hashimoto，　Nodular　goiter，　Euthyroid　群の順に

高値を示した（Table　3，4）．24時間値において

Euthyroid群は，　Basedow群およびHashimoto

群と有意な差を認めた（それぞれP〈0．001，P＜

0．01）が，Nodular　goiter群とは明らかな差は認

められなかった（P＜0．3）．また，この傾向は他の

それぞれの時間値においても同様であった．時間

的経過についてみると，いずれの疾患群において

も1311摂取率と1231摂取率は同様に，時間の経過

とともに上昇し，24時間値がもっとも高値を示し

た．しかし，Basedow群では6時間値が最も高値

を示した例も少なくなかった．1311摂取率と1　’2　31

摂取率の間で，各疾患群それぞれの時間において，

paired　t　testを行なった結果，統計学的に有意差

は認めなかった．

　99mTc摂取率は，　Basedow，　Hashimoto，　Euthy－

roid群の順に高値を示し，　Nodular　goiter群は

Euthyroid群とほぼ同じ値を示した（Table　5）．15

分値と30分値においてEuthyroid群は，　Basedow

群と有意な差を認め（P〈0．01），Hashimoto群と
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Table　3　Thyroid　uptakes　of　1311　at　various　times　after　oral　administration．

（mean土SD）

cases 3hr 6hr 24hr

Euthyroid

Basedow’s　dis．

Hashimoto’s　dis．

Nodular　goiter

－
▲
4
1
6

1
∩
∠
〔
∠
ー
ユ

4．2±3．3

32．3±17．5

16．4土14．9

5．1土5．0

7．1：＝5．0

49」＝20．6

25．5±19．6

8．4±7．7

13．4：1二　6．8

59．9：ヒ18．7

33．9土22．1

15．8十11．0

Table　4　Thyroid　uptakes　of　i231　at　various　times　after　oral　administration

（mean土SD）

cases 3hr 6hr 24hr

Euthyroid

Basedow’s　dis．

Hashimoto亀s　dis．

Nodular　goiter

『

ノ
3
く
ン
0

　
1
1
1
■－

3．7＋2．8

32．3±18．0

17．2±15．1

4．2土4．0

7．7－4．8

46．6－21．8

25．7－－20．5

8．2±6．4

15．2±　7．2

56．0：ヒ19．4

35．4±25．2

16．7：］：11．3

Table　5 Thyroid　uptakes　of　99mTc　at　various　times　after　intra、enoじs　administraticp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（mean±SD）

cases 15min 30min 3hr 6hr

Euthyroid

Basedow’s　dis．

Hashimoto’s　dis．

Nodular　goiter

4
1
6
6

　
1

1．1±0．6

12．0±6．2

3．9土3．0

1．1：と0．6

1．7⊥O．7

9．3－5．6

2．9⊥L8

1．7土0．7

L9－0．9

8．7…4．9

3．O－1．9

1．8－O．8

1．9土0．8

7．9▲3．9

3．3±2．1

1．6±0．7

は明らかな差を認めなかった（P＜0．2）が，Base－

dow群とHashimoto群の間には有意差を認めた

（P＜0・05）．Nodular　goiter群はすべての時間にお

いてEuthyroid群と同様の値を示した．99mTc摂

取率の時間的経過についてみると，Euthyroid群

およびNodular　goiter群の場合，15，30分と上昇

し，その後ほぼプラトーとなり3時間値が最も高

値を示した．Basedow群およびHashimoto群は

静注後急速に摂取され，15分値が最も高値で30分

と下降し，その後ほぼプラトーとなった．

　1311摂取率と1231摂取率の相関関係については

Fig．4に示すとおり，晩期摂取率の24時間値が最

もよい相関係数を示し（r－0．971，y＝1・Ox＋1・03），

6時間値（r・・＝・O．954，y－0．97x＋1．03），3時間値（r＝

0・935，y＝1・Ox＋0．80）の順に相関係数が高かった

が，それぞれの係数間に有意な差は認めなかった

（P〈0．05）．

　早期摂取率と晩期摂取率の比較として，1311摂

取率による24時間値と，3および6時間値の関係

を検討した結果をFig・5に示すが，双方ともよ

い相関関係を示した（それぞれr－0・916，y＝0・62x

－
4．65，r＝0．960，》ニ0．89x－4．43）．

　1311と99mTcによる摂取率の比較（Fig．6）では，

13113時間値と99mTc　15分値の早期摂取率が晩期

摂取率より，よい相関関係を示した（r－0．808，

y＝O．28x十〇．45）．

　2）　シンチグラフィー：1311および1231経口投

与後3，6，24時間にシンチフォトを得たが，6時

間と24時間のシンチフォトは肉眼的にほぼ差はな

く，これに比べると3時間におけるシンチフォト

はバックグランドの多いものがあった．Fig．7に

示したシンチフォトは24時間のものである．

Euthyroid，　Basedow，　Hashimoto群においては肉

眼的観察では，1311と1231シンチシフォト間に差が

ないと判定した．またそれぞれの時間における比

較でも多少バックグランドの差を認めたが，同様

の判定が得られた．Nodular　goiter群では1311に

比較して1231の方がCold　noduleの描出が鮮明

であることが多かった．

　99mTc静注後15，30分，3，6時間にシンチ
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　Fig．5　　Correlation　of　1311　thyroid　uptakes：

フォトを得たが，総体的に30分のシンチフォトが

鮮明であり，Fig．8に示したシンチフォトは30分

のものである．131124時間のシンチフォトと比較

してみると99mTcの方が全般的にバックグランド

が高いが肉眼的観察は可能であり，特にBasedow，

Nodular　gioter群には，1311よりも描出の鮮明な

ものがあった．しかしNodular　goiter群には

99mTcでは観察不可能な例もみられ，生検で

adenocarcinomaと診断された2例を呈示した
（Fig．8－E，　F）．

　なお，この検討において薬剤による副作用と考
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IV．考　　察

　1　L’31および99mTcはベータ線を放射せず，シン

チグラフィーに適当なガンマ線を放射し，短半減

期であり，被曝線量が1311に比較して軽減でき
る2）・3）．

　1311と1231が同じ行動を示すことは化学的に予

測されるが，甲状腺摂取率の比較において，それ

ぞれの時間で非常によい相関関係を示したこと，

経時的変化の差のないこと，そしてpaired　t　test

によって差のないことから甲状腺の1　L’　31摂取率は

1311によるものと1司様と考えることができ，シン

チフォトと合わせて，甲状腺機能の鑑別に役・‘／l　・）

と考えられる．

　24時間摂取率では，r－0．971，　y・－1．Ox＋1．03の

相関関係を得た．この回帰に対する推定誤ジ「1は

1．7（°。uptake）であり，少々・大きいように考えら

れるが，これは同時投与にともなう1311のコンソ

トン散乱の影響を避けるため，川1の投与をIL’31

の投与時より1日遅らせたことが原因と考えられ

る．Robertson4）によると，同時投与による相関

関係はr－0．994，y－L28xO．35と報告しており，

この回帰の推定誤差は0・4（％uptake）程度であ
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Colllparison　of　i111agcs　of　l311and　l，！lmTc．

よりもオーバーラッフ．．が少なく24時間値1こ近いこ

と；こよ’．・て1　L’31七〔1反埣ミび〕］場合・611寺1川flrl：fJ　LI　／z　f－．｝しい

と考えられる．川1摂取率時1｛｝」値と同様の判定基

準を川いるためには，やはり24時間値の1｝｛ll定を行

なわなければならないが，判定基準を定めること

によって，61痔川値の利用は可能であると考える．

　　99rnTc　び）III）1犬II泉］〕ak（ま　trapPing　Phase　；こ才51す

るものとー言われておi戸），」｛1’期摂取率の13113時

問1直とf’｛’mTc　l　5分flA：の関係がよい：相関を示した．

”ymTC］巽111（：率15つ＞llrl：と30分｛lk：でBasedow君羊と1也

の疾想、群にT∫意ゴ「：を認め，trapping　phaseの摂／l’〈

率において｛，Basedow病ぴ）鑑別が可能と考えら

れる．

　　シンチフォトは一．’般的に日的臓器のActlvityと

バッ7グランドのコントラストによって描画の鮮

1川さが左右される．1311才5よび121SIによる6H寺問
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甲状腺摂取率とシンチグラフで一一．．IL）：ilおよびygmTcと1：lllの比較
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：22．9ラ、
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と2411寺川のシンチフォトの差が肉眼的に認められ

なかったことにより，短’lf：減期の1　L’31においては

6時川の撮影が有利と考える．1231によるシンチ

フォトは，1311に比較してBasedow，　Hashimoto、

Euthyroid群では差がなか・，たが，　Nodular　goiter

群において，Cold　noduleが鮮明であることが多

い．このことはphoton　energyの差およびガンマ

99

カメラの検川効率の差によって，計数率が増大し

たことによるとも考えられるが，photon　energy

の組織内吸収の差に起因するものが大きいと考え

られる．これはt）fimTcにおいて｛，同様で，表層部

がより鮮明に反映され，斜位撮影にも有効｛；）であ

り，また，短’r減期を利用して投与量を増大する

ことにより，撮影の迅速fヒが期待でき，結節性疾

患の鑑別および’観察には特に有効と考えられる．

gsniTcの場合，ヨード制限食の必要がないと言わ

れておりi））利点であるが，gymTcでは充分に描川

されない例があることを考えると1　L’　：1　1の使用が好

ましいと考える．

V．まとめ

　1）　IL’31およびf’9mTcは物理的特性により，大

量投与の可能性，検査時間の短縮，被曝線量の軽

減などの優．秀性を有し，甲状腺の摂取薯ζおよびシ

ンチグラフf一用剤として有効である．

　2）　摂取率測定の比較で1　L’　：1　1と1：3］［は非常によ

く一致した．

　　3）　1　L’：1　1と11111のシンチーノォトのIJヒiF，e［N［一で，］Base－

dow，　Hahsimoto，　Euthyroid群は，身体バツクグラ

ンドに多少の差は認められたが，肉眼的判定1よよ

く一一致した．Nodular　goiter群においては，　IL’31

の力’がより鮮明なシンチフ・1・トが得・られることが

多い．

　　4）　1231は短半減期のため，シンチフォトは6

時問が有利であり，摂取率も6時問f直で鑑別可能

であると考えられる．

　　5）　t）ymTcによる摂取率は15分および30分値で

Basedow群と他の疾，1む、群に有意な差があり，シン

チフォトと合わせて結節性疾患およびBasedow病

の鑑別に役立つ．

　なお本論文要旨は第15回日本核医学会総会において報

告した．

　本研究に使用したヨウ化ナトリウム（1L’31）カプセル，

過テクネチウム酸ナトリウム（9｛mTc）の提供をいただい

た日本メジフでジックス株式会社に深謝いたします．
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